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「大学間連携への期待」 

********************************************************************** 

大学間連携について考えてみたい。 

勿論、このテーマについては、より優れた教育を学生に提供する、という観

点から考えてみたい。少子化が進み、今 18歳人口は 120万人前後となっている。

この 18 歳人口 120 万人は 10 年余りこのまま続くと予想されている。加えて、

大学を含めた高等教育機関への進学率は平成 20 年で 76．8％、大学と短大だけ

でも 55．3％となっている。40 年前の高等教育機関進学率が 20％余りであった

のと比べると、格段に上昇している。このような環境の中での高等教育のあり

方を考えなくてはならない。 

40 年前は一部の高校生（5 人に１人）が進学していたが今や 4 人に 3 人が進

学している状況にある。これらは科学技術の進歩や経済環境の改善など社会環

境の変化が大いに影響しているものといえる。加えて、各道府県に少なくとも

1 校は設置された国立大学に加えて、この 10 年間をとっても公立大学は２９大

学、私立大学は 145 大学増加している。学生にとっては格段に学ぶ選択肢が増

えたことになる。加えて、新しい学問領域に対しても大学側は学生に選択肢を

用意し、人間文化学部、情報科学部、環境学部、生命工学部などの学部を新設

している。これら多くの選択肢を学生が有効に活用することが可能になってき

ている。 

大学間連携とは以上のような環境の下で、学生交流や教員交流がその中心に

なるが、単位互換やＳＤ、高大接続などは比較的取り組みやすく、成果の期待

出来る連携であろう。さらには単位互換を発展させて、複数の大学が共同で学

部をつくって学位を授与することが可能になり、地域での連携を活用すること

により、より充実した教育が実現することになる。地域での大学間連携は、学

生同士や教員同士の刺激となる意味でも意義がある。いずれも教育の質を高め

るという目的に活用したい。それぞれの大学が持つ資源を有効に活用して、教

育、研究の活性化を図る仕組みは、今後益々進んでいくものと思われる。 

さらには国際間の大学間連携に発展すると、教育の幅は一層拡大することに

なる。事実、広島大学ではそのような連携を活かして広島大学とヨーロッパの

大学との２つの学位を取得できるシステムを構築し、運用が始まっている。 

情報化技術の進歩によりグローバルな世界は益々進んできている。大学間連

携は今後グローバル世界に向けて進展し、国際感覚を身につけた若者の育成に

貢献するものと期待される。 

（広島大学 学長 浅原 利正） 
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進 捗 状 況 
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8 月上旬に 15 大学が開講した公開講座Ａ「大学入門」および公開講座Ｂ「大

学で学ぼう」のプログラムにはバスを運行し、5 高等学校の約 350 名の生徒が

参加しました。 



8 月と 9 月のオープンキャンパスにもバスを運行する予定です。 

8 月上旬に庄原格致高校、向原高校、日彰館高校において ADSL 回線を使って

遠隔授業のテストをし、画像を問題なく送ることができました。後期の遠隔授

業は、前期に実施した三次高校と合わせて 4 高校で実施します。 

9 月 26 日（土）には三次高校・庄原格致高校と広島女学院大学の 3 会場をイ

ンターネット回線で結んで「備北地区の高校と 4 大学の連携による遠隔授業の

試み」の研修会を開きます。報告者としては前期に遠隔授業を実施された広島

経済大学細井謙一教授、広島女学院大学澤村雅史准教授、広島国際大学八木裕

子助教、広島修道大学矢田部順二教授、高校側からは三次高等学校畦知克利教

諭などを予定し、広島女学院大学中田美喜子准教授にコーディネーターをつと

めていただきます。多くの方々の参加をお待ちしています。 

前期ひろしまカレッジ延べ受講者数は 1200 名を超えました。 

9 月 12 日から後期シティカレッジ講座が始まります。 

（事務局） 
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会 議 報 告 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

8 月 10 日（月） 

 第 4 回戦略的大学連携運営委員会（広島国際大学広島キャンパス）16 時～ 
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お 知 ら せ 
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◆ひろしまカレッジフォーラムを開催いたします。 

「技術がつなぐ大学と地域」～IC カードを利用した連携の現状と今後～ 

日時：2009 年 9 月 16 日（土）13：00～16：00 

場所：エリザベト音楽大学 ザビエルホール 

http://www.enica.jp/senryaku/hiroshima916.pdf 

参加申込:hiroshima@enica.jp または FAX 082-209-8045 

◆戦略メールマガジンバックナンバーを掲載しています。 

http://www.enica.jp/senryaku/merumaga.html 

◆ひろしまカレッジの講座情報を配信する「ひろしまカレッジメールマガジン」

の登録を募集しています。携帯：maga@enica.jp に空メール、PC では

http://melmaga.enica.jp/から登録をお願いいたします。 
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＜発行：問合せ先＞ 教育ネットワーク中国 

〒730-0011 広島市中区基町 10-3（広島県庁内 自治会館 3 階） 

TEL 082-209-8044 FAX 082-209-8045 

E-mail office@enica.jp  URL http://www.enica.jp/ 

※御意見，御要望，御感想を，お気軽にメールでお寄せください。 

※等幅（固定幅）フォントでご覧ください。 

※お預かりする個人情報は，適切に管理し，承諾なくこのメルマガや講座情報

の提供以外に利用すること，第三者に開示することは一切ありません。 

※内容の無断転写を禁止します。 

 


